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Now 5 年後 15 年後 25 年後 30 年後 ( 震災後 )

・ヒロバの丘を駐車場・空き地を使って

つくり始める

・自治体主体の防災教育

都市計画道路沿いの建物の立ち退きでニワの丘、ヤマ

の丘、緑地の形成を進める。

コミュニティ形成

防災ネットワークをつ

くる

復興計画

・丘を基点にして地域の

コミュニティの再形成

・沿岸部にはゾーニング、

記念公園のの設置、

海への眺望の確保のため

の高さ規制

・市街地の中心を東側 ( 海

よりも遠い ) に分散させ

ることを考える。西側は

記念公園へアクセスので

きる空間づくりへ

時代に沿ったハイテク産業の誘致を検討する

浮上式防波堤建設土

空家コンクリートがら

耐用年数は大きく、メンテナンスも不要

山砂

本提案では、防災対策によりつくられた丘と緑地が分断されていた海やまちをつなぎ、空き地を

充たし、コミュニティーのつながりを可視化し、まちに活気を取り戻す。

人口減少、高齢化という避けることの難しい問題がある中で、ここ海南地区ではコンパクトな防

災まちづくりを提案する。緑地や公園、快適な住宅環境などアメニティに特化したまちのあり方

をめざしていく。ここに残された人々のケアは怠らずに続けていき、工業地帯や住宅地域、その

他商業地区などをその場所ごとに適切なリデザインを施していくアイデアである。

対象地概要
和歌山県海南市 西部

面積：101.9 km2（市全域）

人口：52,943人 (推計人口、2013年 9月 1日 )

海南市は和歌県の県庁所在地である和歌山

市に隣接するベッドタウンである。ここで

は今後 30 年以内に 60~70％という確率で発

生するとされる東南海・南海地震 ( 最大想定

M8.6, 津波高さ 8m) が発生した場合に、津

波による甚大な被害が危惧されている。リ

アス式海岸の湾奥に位置しており、その地

形的特性から、これまで昭和南海やチリ地

震等により津波被害を被ってきた。

考え方 : 防災拠点そのものがコ

ミュニティーを可視化させる
本提案では、南海・東南海地震が発生する

可能性が高い 30 年前後をタイムスパンとし

て防災・震災復興計画を提案する。

「沿岸部津波到達地点まで逃げることが出来

ない」「弱体化したコミュニティーとつなが

りをもつことが困難である」ということを

鑑みて、防災拠点そのものがコミュニティー

の存在を可視化させ、まちの顔となる。震

災時は津波が標高 15mまで到達し、丘と高

層建築物以外の構造物は、浸水してしまう

ものと仮定する。

はぐくむ丘、ゆわえるまち -縮小の時代における津波防災まちづくり -

和歌山市

海南市

対象地

ヒロバの丘 : 海とまちを繋ぐ高台
JR 海南駅より西側にある中心市街地エリア

では、小さな店舗やオフィスが通り沿いに

軒を連ね、海南市の玄関から続くまちの顔

となっている。広場的性格を持ったこの丘

は 15m以上の津波にも耐えることができ、

一時避難としての高台の機能を持つ。海へ

の眺望も確保されており、利用者がこれま

で分断されていた海の存在を身近に感じる

ことができる。市役所、小学校、医療セン

ター、商店街などと接しており、沢山の人

たちが公共空間へと滲みだしていく。

ニワの丘 : 防災拠点がコモンス

ペースになる
閑静な住宅地の中におかれる小規模の丘の

群は、自治体の領域や数、規模を単位にし

て決定されているので、各々のコミュニ

ティーがそれぞれの丘の使い方をすること

ができるよう配慮されている。それぞれ高

さは 5～ 8mほどで、緑地避難ルートを広

く見渡せる所に位置しているというところ

から、丘の日常利用から防災への意識を持

つことが出来るようになっている。また、

市民が菜園として日常利用することで、自

治体の存在が可視化される。

コンセプト : 異なる性格を持った

丘と緑地のネットワーク
エリア間交通、都市間交通の円滑な移動を

実現するため、海南市では大規模な都市計

画決定が行われており、都市計画道路上の

住居はいくらか立ち退きが完了している。

それらを利用し、空き地のパッチワーク、

既存の緑地、公園を一体的に考えることで

緑のネットワークを計画する。さらに防災、

コミュニティー形成の両観点から丘の配置、

規模、数、用途が決定されている。エリア

ごとに異なる丘と緑地の性格づけはまちに

賑わいをもたらす。

ヤマの丘 : 市民が親しみをもつハ

レの空間としての避難場所
15m以上もの高さをもつ既存のボタ山は、

神社やそのふもとを通る熊野古道など、地

域との結びつきが強い場所性を持っている。

ここでは、祝祭空間としてのイベントも充

実させていくとともに、サイクリングやハ

イキング、プレイグラウンドなどのアクティ

ビティーに特化した整備を行う。避難ルー

トを通って内陸へ逃げてきた人々はこの高

台におけるプレイグラウンドや神社に避難

することになる。

緑地のネットワークによる助け

あいの集約化
津波が到達するまでに 40 分という時間が

想定されているが、密集市街地が多く、高

齢者の割合が高い海難市の中心市街地では、

住民が安全に避難することは極めて困難で

ある。

緑地を避難ルートとして明確に認識し、そ

れらがネットワーク化されていることで、

災害時避難する際に人が集まる場所が生ま

れる。そこで助けあい、避難行動の集約化

がなされ、住民の安全な避難につながる。

海南市における問題点
海南市は少子高齢化に伴う人口減少、空き

地の増加によるコミュニティーの弱体化、

中心部のシャッター商店街、青空駐車場の

パッチワークなど、日本の各地方都市にみ

られるような深刻な問題を抱えている。加

えて、産業の誘致による海沿いの大規模工

業地帯が海までのアクセスを分断する大き

な障害となっており、かつての港町の面影

は微塵にも感じられない。また、高齢者独

居人口割合の増大も懸念されており、津波

対策と共に地域のコミュティーをどう強化

させるかが大きな課題となっている。

埋め立てによってつくられたまち

ベッドタウンである海南市 都市計画決定がされている道路

丘のつくり方

海南市のまちづくり将来像

空き地のパッチワーク

散在するボタ山と緑地群高齢者 ( 時速 2km/h) の 30 分の歩行距離 広域平面図  1:7,500

断面図 A-A'  1:2,500

エリアごとに見あった丘とその機能とプログラム

住宅地
中心市街地

工業地帯

和歌山マリーナシティ

浮上式防波堤 ( 建設予定 )
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津波到達ライン (15m)
黒江地区

歴史的街並の残る集落ような街路景観が卓

越したエリアでは主要となる避難ルートを

選定し、街路の再整備を行う。

ここでは高さ規制のゾーニングを設定する

ことによって、海への眺望を確保する。震

災後は記念公園として一体を再整備する。
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工業地区

計画後は 2040 年代のハイテク産業

を誘致する。
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広場的性格を持ったこの丘は、小学校と歩

道橋を介してつながっている。

JR 海南駅

ヒロバ ニワ ヤマ

和歌山マリーナシティ

密集市街地

落橋の可能性あり

1km


